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平和について語り合ってみましょう 
 校長 猿渡 司郎   

 

夏休みの４分の１が過ぎました。出校日の全校朝会で，平和についての話をしました。８月は６日

が広島原爆の日，９日が長崎原爆の日，15 日が終戦記念日です。ぜひこの機会に平和や戦争に

ついて，子どもたちが考える機会にしてほしいと思い，絵本「ヒロシマ 消えたかぞく」の朗読を通

して戦争の悲惨さや平和の大切さを考えました。 

作者の指田さんは，「読者のみなさんに心から願うことがあります。いまからそう遠くない昭和の

時代に，この一家と同じように戦争や原爆でいのちを落とした，たくさんの家族があったことを決し

てわすれないでほしいということです。（中略）こんなことは，二度とおこしてはならない。この一冊

をとおして，あなたのまわりのだれかと，いのちや平和について語りあえる機会が生まれることを願

っています。」と述べています。 

「平和って何だろう。」「どうしたら戦争の無い世界になるのだろう。」あなたはどのように考えま

すか。年々，戦争を知らない世代も多くなっていきます。親戚のおじいちゃん，おばあちゃんに会う

人もいるかもしれません。昔の話を聞いてみるのもよいでしょう。図書館で戦争のことを調べてみ

るのもよいでしょう。友達や家族とお話してみるのもよいでしょう。 

このように考えることもできます。「友だちや家族と会話をしたり遊んだり，釣りをしたりする，そ

んな日常が戦争になると，破壊される。だから戦争は怖いものである。当

たり前の日常が送れていることはすばらしいことだ。」と。私は日常生活

の中で，相手や友達を大切にしているだろうか。子どもは日常生活を大

切にしたいと思っているだろうか。たとえばいじめられている子どもにと

っては，「日常生活」は安心できるところではなく，変わってほしいところ

かもしれません。 

子どもたち一人一人の日常が本当に楽しくて満足できるものにしていく

こと，仲良く過ごしていけることが，平和な社会・世界につながっていくのか

もしれないと考えています。 

 ７月 16 日（日）に東市来のＢ＆ＧプールにてＢ＆Ｇ会長杯校区対抗水泳大会が開催されました。

４年ぶりの開催ということでした。東市来地域の小学校区ごとに，小学１年生から大人まで，年代に

応じて各種目で熱い競技が展開されました。 

本校児童も美山校区の選手として出場しました。４年の成相 星奈さんが 25ｍ自由形で 1 位，

６年の桐野 桃花さんが 50m 背泳ぎで 1 位になりました。本校の岩﨑教頭先生も成年男子で出

場し，背泳ぎとバタフライで年代別 1 位となりました。校区の中村館長から「最後まであきらめずに

泳ぎ切りました。水泳は練習をすれば上達するのが早いですよ。」とねぎらいの言葉をいただきま

した。学校外のスポーツ活動や習い事など，子どもたちがそれぞれ自分の目標ややりたいことに向

かってチャレンジする姿を，これからも応援していきます。 
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一人一人が力を発揮 ～ Ｂ＆Ｇ会長杯水泳大会 ～ 

 



 

 
7 月 14 日(金)に第 2 回学校運営協議会を行いました。今回は，学校経営の進捗状況説明・質疑

応答と授業参観，給食試食会を行いました。 

委員の方からのご意見をいくつかお伝えします。 

（委員…中村治様，愛甲輝秀様，石川みどり様，福島凉子様，俵積田寛之様，三雲真由美様，校長，教頭） 

今後とも，学校経営や教育活動へのご意見，保護者，地域との連携の在り方などへのアドバイスを

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夏休み始まってすぐ，福岡県で小学６年

生が川でおぼれて亡くなるという痛ましい

事故が発生しました。胸を締め付けられる

ような悲しい出来事です。このような事故

を未然に防ぐためにも，再度，親子で遊び方

のルールをご確認ください。 

＜確認しておくこと＞ 

１ 水泳や水遊びに出かけるときは，必ず保

護者や大人（水泳の熟練者等）と一緒に行

く。 

２ 遊びに出かけるときは， 

① 行き先（遊ぶ場所）， 

② 一緒に遊ぶ人， 

③ 帰宅の予定時刻 

を必ずおうちに人に伝える。（※） 

※もしもの時の貴重な情報になります。 

３ 海，堤防，川，河口付近，池や沼，側溝，プ

ール，港などは，場合によっては転落・滑

落や流される・おぼれる可能性がありま

す。子どもたちが行きそうなところなどが

ないか家庭でも話題にして，危険な場所に

ついて考える機会にしましょう。 

 

 

21日(月) 出校日（通常通り登校，10:10下校） 

あいさつの日,ＰＴＡ運営委員会 

26日(土)～27日（日）美山地区公民館文化祭 

★７月 21 日から８月 31 日の期間は，水難

事故防止運動強調期間 

９月 
１日（金） ２学期始業式 

９日（土） 土曜授業 

12日（火）朝の活動で体育活動スタート 

     ※運動会練習を兼ねています。 

13日（水） 学級ＰＴＡ（午後） 

18日（月） 国民の祝日 敬老の日 

20日（水） 運動会予行 

21日（木） 運動会会場設営・準備 

23日（土） 国民の祝日秋分の日 ＰＴＡ会場準備 

24日（日） 令和５年度合同秋季大運動会 

25日（月） 運動会振替休日 

27日（水） ＰＴＡ運営委員会⑤ 

8月後半～９月の行事予定 

海や川などへは大人の人と

一緒に行きましょう。 

第２回学校運営協議会報告 

①↓ ②→ セミクイズの答え 
①→ニイニイゼミ 

②→アブラゼミ  

○ 子どもは美山の宝である。よりよい教育環境の整備に努めたい。 

○ 親が自信をもって子どもに接することが大事である。 

○ 子どもたちの助け合いの場面・活動を大事にしたい。このことは大人にも言えることで，

大人の様々な活動（研修会や作業等）も助け合いの場の一つと言えるのではないか。 

○ 子どもの自己肯定感が比較的低い実態がある。子どもの成功体験や「できた」という気

持ちをもたせるような機会を大事にしたい。 

○ 下校中に女子児童が「ただいま」とあいさつをしてくれた。以前から見守っている子ど

もでもあり，（成長したなあ）と感慨深かった。 

○ 児童数が減っているので，保護者に授業を子どもと一緒に受けてもらう（参加する）な

どするとよいのではないか。（授業参観の日など） 


